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寝屋川市の文化と図書館を考える会
代表　小宮山恭子様
日本共産党寝屋川市会議員団
団長　松尾信次
回答書
日頃は寝屋川市の図書館の発展にご尽力いただき、ありがとうございます。
３月７日にいただいた公開質問状に下記のように回答いたします。
私たちは、中央図書館の新設につづき、今回（仮称）子ども専用図書館が新設されることについて、評価しています。
　（仮称）子ども専用図書館については、図書館に子育て支援施設、一時預かりの機能を付加するものであり、駅前という立地、一時保育の土曜日、日曜日開所などで、市民の利便性が図れると評価しています。
　社会教育施設としての図書館にたいする市議会の役割は図書館予算の増額、正規職員の司書の増員、図書館施設の整備、図書館協議会の設置、学校図書の充実・司書の増員など、図書館としての役割を果たすための必要な条件整備を行政に求めることです。日本共産党寝屋川市会議員団はその役割を今後も果たしてまいります。
　図書館の具体的な運営、施設の一つひとつのすすめ方については、利用者、市民の意見を聞いて行政がすすめるべきものであり、必要に応じて改善・見直しをすべきものと考えます。





　回答用紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本共産党市会議員団
	質問
	意見

	1， 図書館関係者・市民の声が反映されていない設計と思われるが。
アミューズメント性はどうなった
	多様な市民の声が反映されるよう求めていきます。
また、開設後一定期間を経て、アンケートなどによって意見を聞くことを提案していきます。
親子で訪れて、子どもが楽しめるような施設を求めていきます。

	２，安心・安全性について
	安心・安全の確保のためには、職員体制の拡充が重要であり、必要な正規職員の配置を求めています。

	３，児童サービス、小中学生の居場所の確保と対応について
	現在のスペースで小学生が使いやすくなるよう要望していきます。
　同時に、小学生については、地元小学校区の児童に限って単独で行くことができますが、他小学校区からは保護者同伴となるため、利用が限定されます。
学校図書室の充実を求めていきます。

	４，お話室の運用について
	お話室の運用については、ボランティア活動をされている方達の意見も聞いて、柔軟に運用できるよう求めていきます。

	５，図書館関係団体・利用者が活動できる部屋が設置されていないことについて
	会議室として使える場所については、子ども専用図書館のスペースを柔軟に活用できるようにすること、他施設も含めて部屋の活用を求めていきます。
子ども読書推進ボランティア団体の皆さんの取り組みを支援、推進するため、場所等も含め市に要望していきます。

	６，集会室が設置されていないことについて
	集会室として使える場所については、子ども専用図書館のスペースを柔軟に活用すると共に、他施設も含めて部屋の活用を求めていきます。

	７，管轄部署が違う子育て支援課が併設されることについて
	一時保育や子育て支援事業が、子ども専用図書館で実施されることについては、駅前であるという立地、一時保育の土・日曜日開所など市民の利便性が向上するものと評価しています。


	８，学習スペースに大人の利用可の見直しについて

子ども図書館の位置付けは
	今後の利用状況を見て、改善が必要であれば要望していきます。

	９，直営とし、正規職員を配置すること
	図書館は直営で、住民参加を大切にしてこそ、サービスが向上すると考えます。
また、司書が図書館業務に専念できる体制、豊かな経験を蓄積できることが図書館サービス充実の要であることから、司書の増員・正規化を求めてきました、今後も求めていきます。

	1０，書庫が必要。書庫問題が置き去りにされていることについて
	市は、現在の書庫で何とか対応できるとしていますが、不十分であれば要望していきます。

	１１，図書館協議会を復活させませんか

	府下の図書館協議会設置率は、43自治体中２３自治体と５３％です。これまでも、図書館法にもとづく図書館協議会の復活を要望してきました、引き続き設置を要望していきます。

	１２，市民の声を聞く場を設けることについて
	引き続き市民の声を聞く場を設けることを要望していきます。

	１３，設計図面に映像視聴（設備）コーナーがありません。必要性をどう思われますか
	やり方の工夫等をして実施するよう求めます。

	１４，リラットの在り方について
	未就学時とその保護者、妊娠中の方を対象にした子育て総合支援拠点のリラットは、開館以来多くの方に利用され、子育て支援を進めるためになくてはならない施設であると考えます。
より一層の充実を要望していきます。



